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広島県教育委員会

講習を受講すれば…

教職員ならだれもがスキルアップしておきたい

ファシリテーション能力

プレゼンテーション能力
コーディネート能力

★ こんな場面で役立ちます ★

！
教員の

授業づくりに

1
探究学習やキャリア教育，
主体的・対話的な学びの場づくりなど，
教育内容・授業の改善・充実に役立つ！

校長・教頭等
の管理職に

２

地域連携や多様な主体とのネットワーク
づくりの視点が，「社会に開かれた教育
課程」の実現やコミュニティ・スクール
の効果的な運営に役立つ！

！
行政職員

・指導主事等に

３

学校教育・社会教育双方の部署に社会教育
主事（士）を配置することで，教育委員会
管内のコミュニティ･スクールと地域学校
協働活動の一体的推進体制の構築が進む！

★１
★２

★３

学びを通じた
人づくり・つながりづくり・地域づくりのスペシャリスト

学びと地域をむすぶコーディネーター

社会教育士

が身に付きます
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■『社会教育士』資格を取得するには？
社会教育主事講習を受講して必要な単位を修得する必要があります。令和５年度に開催される広島県内の講習は次のとおりです。

★所属長及び所管の教育委員会等におかれましては、教職員の受講への
御理解・御協力をお願いします。

・その他、県外の大学等でも、オンラインやオンデマンドを活用した講習が開催されています。
・詳しくは、文部科学省のホームページを参照、又は、広島県立生涯学習センターまでお問合せください。

※放送大学の対応する科目を履修した場合、既修得単位として認定を受けることができます。

【申込先】広島県立生涯学習センター
〒730-0052 広島市中区千田町三丁目７－47
TEL：082-248-8848 ／ Mail：sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp

★教職員等の受講に係る服務については、各所属長の判断となりますが、
一般的には「職務専念義務免除」で受講できます。

◎ライブ配信やeラーニングは，職場や自宅からオンラインで受講可能！

主催
国立教育政策研究所

社会教育実践研究センター

社会教育主事講習【A】

広島大学
社会教育主事講習

国立教育政策研究所
社会教育実践研究センター

社会教育主事講習【B】 広島会場

会場
【通常コース】オンライン

社会教育実践研究センター（東京）
【オンラインコース】自宅か職場からオンライン受講

広島大学 東広島キャンパス（東広島市） 広島県情報プラザ（広島市）

時期
【通常】 令和５年7月11日(火)～８月18日(金）

【オンライン】令和５年７月11日（火）～８月30日（水）
令和５年7月24日(月)～8月21日(火) 令和６年1月1２日(金)～2月1６日(金)

時間 平日9:00～17:15（ライブ配信・集合形式の場合） 平日10:30～17:50（ライブ配信・集合形式の場合） 平日9:30～17:15（ライブ配信・集合形式の場合）

定員 80名【通常】68名【オンライン】12名（全国） 40名 30名

単位数 4科目8単位（各科目２単位） ★複数年での分割受講が可能（科目ごと）

生涯学習

概論
（※）

生涯学習の理念と施策・社会教育の意義と展開等

【通常・オンライン】◎eラーニング（約25.5時間・7日）
◎ライブ配信 （約4.5時間・１日）

◎ライブ配信 （約30時間・５日）
◎eラーニング（約24時間・４日）
◎ライブ配信 （約 ６時間・１日）

社会教育

経営論

社会教育行政の経営戦略・社会教育行政と地域活性化等

【通常・オンライン】◎eラーニング（約25.5時間・7日）
◎ライブ配信 （約4.5時間・１日）

◎ライブ配信（約 ６時間・１日）
●集合形式 （約24時間・４日）

◎eラーニング（約24時間・４日）
◎ライブ配信 （約 ６時間・１日）

生涯学習

支援論

学習支援に関する理論・参加型学習の実際とファシリテーション技法等 （約30時間）

【通常】●集合形式 （約３０時間・５日）
【オンライン】◎ライブ配信 （約３０時間・５日）

●集合形式 （約30時間・５日）
◎ライブ配信（約12時間・２日）
●集合形式 （約18時間・３日）

社会教育

演習

教育事業の立案・展開の実際 社会教育に関する実践演習・現場体験等

【通常】●集合形式 （約３０時間・５日）
【オンライン】◎ライブ配信 （約３０時間・６日）

●集合形式 （約30時間・５日） ●集合形式 （約30時間・５日）

特徴
・県外受講者との交流機会が多い
・通常コースとオンラインコースがあり、勤務状況等に合わせて
受講しやすい

・学校の夏休み期間を利用して受講可能
・県外受講者（教職員等）との交流機会が多い

・冬季の行事閑散期に開催
・オンライン受講が多く、勤務の状況に応じて
受講しやすい

終了しました 終了しました


